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三菱電機グループの経営戦略

2025年度財務目標
FAシステム事業や空調・家電事業における足元の事業環境の悪化を受け、営業利益率、ROE、

キャッシュ・ジェネレーションの財務目標を2024年5月に見直しました。　
2025年度財務目標の達成と、その後の営業利益率10%及びROE10％の早期達成に向け、事業

ポートフォリオ戦略を軸に事業の成長と収益性や資産効率の向上を図っています。

*1 営業CFに研究開発費加算等の調整後
*2 2021年度から2023年度の累計額
*3 2021年度から2025年度の累計額

循環型 デジタル・エンジニアリング
三菱電機グループは、お客様から得られたデータをデジタル空間に集約・分析するとともに、グ

ループ内が強くつながり、知恵を出し合うことで新たな価値を生み出し、社会課題の解決に貢献する
「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」への変革を進めています。
この「循環型 デジタル・エンジニアリング」の実現に向け、人財や技術基盤をはじめとした、デジタル
領域のアセット強化に取り組んでいます。

STEP.2

デジタル空間においてデータを分
析し、顧客の潜在課題･ニーズを
把握

顧客の潜在課題・ニーズの把握

STEP.3

潜在課題・ニーズをもとに、コンポー
ネント、システム、統合ソリューション
を進化させ、新たな価値を創出

新たな価値を創出

STEP.1

様々な顧客が当社のコンポーネン
トやシステムを利用することで生ま
れるデータをデジタル空間へ集約

多様なデータの集約

STEP.4

新たな価値を更に幅広い顧客へと
還元することにより、顧客と共に社
会課題の解決に貢献

幅広い顧客への価値の還元

データ

STEP.1
統合ソリューション

システム
コンポーネント

STEP.3

当社グループ
STEP.2

デジタル空間

顧客
STEP.4売上高

営業利益率

キャッシュ・
ジェネレーション *1

ROE

6.2%

8.2%

1.8兆円/3年 *2 3.4兆円/5年 *3

10.0%

10.0%

5.3兆円 5.0兆円+

3.3兆円/5年

9.0%

5.0兆円+
見直し前 見直し後

2023年度
<実績>

2025年度
<目標>

8.0%+

常務執行役
CSO（経営企画、関係会社、
3つの改革推進担当）、
CDO（DX担当、
ビジネスイノベーション本部長）
武田 聡

三菱電機グループは、社会・環境への貢献と事業成長を両立する「ト
レード・オン」の活動を通じたサステナビリティの実現を目指し、「循環型 
デジタル・エンジニアリング企業」をありたい姿として位置づけています。 
環境変化が激しく、将来の予測が困難な中ではありますが、中長期的

な視点をもってSerendieによるデジタル分野の強化と事業ポートフォ
リオ戦略を推進し、三菱電機グループの企業価値最大化とありたい姿の
実現に向け、一層邁進していきます。

「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」への変革を目指し、デジタルと重点成長事業を中心に成長を加速

トレード・オン社会・環境 事 業

循環型 デジタル・エンジニアリング

サステナビリティの実現

「Serendie」
ロゴマーク
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デジタル基盤 「Serendie（セレンディ）」 と Serendie 関連事業
循環型 デジタル・エンジニアリングを実現するため、新たなデジタル基盤「Serendie」を構築しました。デジタル基盤「Serendie」では、データ分析基盤やWebAPI連携基盤を中心に、多様な人財がデータを活
用し新たな価値を生み出すために必要な要素が体系化されています。これまで、三菱電機グループでは、コンポーネントやシステムからのデータ収集を、事業領域毎に個別に実施していました。「Serendie」を活
用することで、これらのデータの集約と分析が可能となります。そうした分析結果から生まれるアイデアをもとに、事業領域を横断した新たなソリューションの提供や、コンポーネントの進化に取り組んでいきます。

また、データを活用したソリューションやデータを収集するコンポーネントに関わる事業を「Serendie関連事業」と位置付けました。
Serendie関連事業の2023年度の実績は売上高6,400億円、営業利益率16%でした。今後、「Serendie」を成長ドライバーとして、ソリューショ
ンの拡大、コンポーネントの更なる強化を図り、2030年度には売上高1.1兆円、営業利益率23%を目指します。
Serendie関連事業の目標達成に向けた課題の一つが、DX人財の確保です。今後、三菱電機グループ内のＩＴ技術者のリスキリングや採用・

Ｍ＆Ａなどによる人財獲得に取り組み、2030年度までにＤＸ人財を2023年度比約3倍の20,000名に拡大させる計画です。

新たなソリューションSerendieコンポーネント・システム・サービス

電力機器

昇降機
ビル管理

空調機器
家電・住設機器

鉄道電機品

FA機器

FA×電力
工場向けソリューション
(カーボンニュートラル、SCM＊1最適化)

ビル×空調×電力
スマートビルソリューション
(快適空間、安全・安心、ロボット配送)

交通×電力
鉄道向けソリューション
（列車運行、電力最適化)

デジタル基盤

パートナー

コンポーネント・
システムのデータ集約

データ分析基盤
WebAPI連携基盤

など

故障検知など新規機能追加
性能・機能強化

共創

事業領域を横断した
サービス提供

FAデジタル
ソリューション

2023年度
実績

2025年度
目標

2030年度
目標

7.7千億円
6.4千億円

16%

21% 23%

1.1兆円

営業利益率

 売上高■ ■

*1 Supply Chain Management

DX戦略
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高
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性 

︾

低

低 《 収益性・資産効率 》

カーマルチメディア事業

インジェクタ事業

液晶テレビ事業

液晶ディスプレイ事業

社会システム

電力システム

ビジネス・プラットフォーム

防衛・宇宙システム 市場拡大への対応と収益性改善

主な事業見極め
（撤退/売却）

効率化・競争力強化による
安定経営への貢献

セミコンダクター・デバイス
パワーデバイス事業

FAシステム
FA制御システム事業

ビルシステム
ビルシステム事業

空調・家電
空調冷熱事業

重点投資による
事業成長

新たな成長事業の創出新たな成長事業の創出

構造改革、選択と集中自動車機器

事業ポートフォリオ戦略
ROICを重視した経営を推進し、重点成長事業への投資を最優先に、成長性と収益性・資産効率の観点から各サブセグメントの方向性を明確にし、事業ポートフォリオの見直しを進めています。

重点成長事業に対して、生産体制の強化やＭ＆Ａ
等による成長投資を強化しています。

例えば、パワーデバイス事業では、強みのSiCを
核に成長基盤の強化を進めており、SiC8インチ基
板の調達安定化を目的としたCoherent社(アメ
リカ)のSiC事業会社への出資、販路拡大に向けた
Nexperia社（オランダ）との戦略的パートナーシッ
プ締結を実施しました。また、空調冷熱事業では欧
州市場全体で今後拡大が見込まれる水空調事業の
強化を目的に、水空調事業会社AIRCALO社（フラ
ンス）を買収し、製品ラインアップやカスタマイズ力
の強化を図っています。

産業構造の変革期にある自動車機器事業では、分社化した三菱電機モビリティ株式会
社により事業変革を推進しています。長期的に縮小が見込まれるICE*1向け事業の出口戦
略を進めつつ、CASE*2関連事業では社外パートナーとの連携・協業による再成長を目指
し、電動化事業では株式会社アイシンと次世代電動化事業関連製品の開発に関する業務
提携契約を締結しました。

収益性の改善が見込めない課題事業につ
いては、撤退・売却の見極めを進め、事業の終
息によって生まれたリソースは成長領域へ再
配分します。

グループ運営体制の最適化
最適なグループ運営体制の構築に向けては、従来から再編や機能の整理を進めてきましたが、関係会社について機能強化と運営のスリム化の両面で、より抜本的な対策を進めます。例えば、物流機能の強化に

向けて、三菱電機ロジスティクス株式会社は、セイノーホールディングス株式会社(以下、セイノーHD)の下でMDロジス株式会社として今後の事業を展開します*3。セイノーHDのアセットを活用することで、三
菱電機グループとしては、より安定的な供給網を確立し、お客様により良い製品・サービスを提供することが可能となります。
*3 2024年10月1日に三菱電機ロジスティクスの一部株式をセイノーHDに譲渡し、社名を変更

重点成長事業への投資強化

自動車機器事業の事業変革 課題事業の見極め

インフラBAにおいては、社会システムや電力シ
ステムにおける事業体制の最適化を進めつつ、成長
が見込まれる防衛事業やソリューション事業へのリ
ソースシフトを進めています。

インフラ BA におけるポートフォリオ転換

*1 Internal Combustion Engine(内燃機関) 
*2 Connected（コネクティッド）、Autonomous/Automated（自動化）、Shared（シェアリング）、Electric（電動化）

BA： ビジネスエリア

BA/セグメント
凡例

事業
ライフBA 重点成長セミコンダクター・デバイスビジネス・プラットフォームBAインダストリー・モビリティBAインフラBA




